
■ 「水の防衛隊」～「水と衛生」の課題に取り組むボランティア

「水の防衛隊」とは、アフリカで「水と衛生」に関する課題に取り組むボランティアのことです。
日本では当たり前の「安全な水」を得られない人々が、世界には実に 6.6 億人（2015 年 WHO/UNICEF）もい

ると言われています。
いうまでもなく、私たちの生命は「水」に支えられています。水がなければ、食料となる農作物は育ちません。濁っ

て細菌などに汚染された飲み水は多くの感染症を招き、免疫力の無い小さな子どもたちの命を日々奪っています。また、
今後地球環境の変化によって、水問題はアフリカ地域でますます深刻化し、今世紀の最重要課題になると考えられて
います。

このような背景を受け、2008 年 5 月に日本で開催された第 4 回アフリカ開発会議（TICAD・Ⅳ）で、「水の防衛隊」
構想が提唱されました。
「水の防衛隊」は、それぞれの強みを生かした貢献が期待され、水道局での水質検査、給水施設の維持管理支援から、

水因性疾患を未然に防ぐことを目的とした小学校や村における衛生啓発活動など、職種や活動内容は国によって多岐
に亘ります。また、日本ではあまり見かけることのなくなった井戸の知識や水に関する知識などは、派遣前の実践的
な研修を通じて身に付けることができるため、水に関するバックグランドがなくても安心してご応募いただけます。
保健・衛生や水にご興味のある方にお勧めの案件です。

アフリカの水・衛生問題にチャレンジしてみようというみなさんの参加を期待しています。
この「水の防衛隊」に関する要請案件には、「要請集」または JICA ボランティアウェブサイトの「要請内容」の欄

に「◆」印がついています。「要請集」にある要請の他にもウェブサイト上で追加されていきますので、是非ウェブサ
イトをご確認ください。

ハンドポンプ修理の研修（ルワンダ）

小学校での衛生啓発活動（モザンビーク）

井戸の塩素殺菌（消毒）と水質検査（エチオピア）

音楽を用いての手洗い指導（ウガンダ）
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